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皿 D − 5　　光過敏性 てん かんの実験的研究

　
一ペ ニ シ リン局所投 与 に よ る知見

一
ll　D − 6　　 全汎性 spike −and −wave 発作に

お ける猫下位脳幹網様体 のニ ュ
ーロ ン活動
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　 目的 ：我 々 は 前学会 で ペ ニ シ V ン （Pの 全 身投与 ラ

ッ ト で ．発 作 波 の 進 展 過 程 と 光 刺激，電気刺激の 発作

波 に 対す る 影響 に つ い て 報告 し た。光刺激 の 場合，先

ず interictal　 diseharge 力咄 現 す る時 期 に は ， 光刺

激 に よ り後頭部 に 発作波が 誘 発 さ れ ，や が て 全 野 に も

出現す る よ うに な る こ とが わ か っ た が ， 今 回 は こ の 機

序 を 明 ら か に す る 目 的 で Pcを 大 脳 皮質 及 び皮 質下 核 に

局所投与 し た 結果 ，い くつ か の 知見 が 得 られ た の で 報

告す る 。

　 方法 ：成熟 ラ ッ トを 用 い 人 工 呼 吸 下 に 無 動化 し，定

位 脳 固定装置 に 固 定後，後頭 部 視 覚領，感覚 運 動 野，

腹側海 馬 ，中脳網様体 に マ イ ク ロ シ リ ン ジ に て ，40

〜 400 単位 （0，2 〜 1 μの の Pc を 注 入 あ る い は 皮 質 上

に 塗 布 し た 。各 部位 か ら脳 波 を 導 出 し，閃 光 刺 激 に よ

る 発 作 波 の 変 化 を 観 察 した 。

　 結 果 ：  Pc 投 与 直 後 か ら 約 10 分 後 に 注入 部 位 か ら

interictal　 discharge の 出 現 を み た 。　   発作波の

進展は 注 入 量 に もよ っ た が ， 全 身投与 の 場合 に 比 べ 進

展 の 仕方 は 弱か っ た 。 　   後 頭 部 視 覚領 に 注 入 す る と

光刺激 に よ り後頭部 優位 の interietal　 discharge カ｛

増 加 し， こ れ は 光刺 激 と 同 期 し て 出 現 し た。　   感 覚

運動野 ， 海馬に 注入 した 場 合 に は ，光刺激 に よ り

trigger さ れ な か っ た 。　   中 脳 網 様 体 に 注 入 し た 場

合 ， 中脳網様体優位 に ，大脳 皮質全野 に も光 刺 激 に 同

期 し て interictal　diseharge カ：増加 した
。

ま た 光刺

激 に ょ り ictal　 discharge へ と発展する こ とが 多か っ た。

　結論 ：後頭部視覚領 に Pc を 注入 し た 場 合．光 刺激に

よ り発作波が 後頭部優位 に 賦活 され ．特殊 投 射系 の 投

割 が 重 要 と 思わ れ る。中脳 網様 体 に Pc を注 入 した 場合

は ．光刺激 に よ り大脳皮質 全 野 に も発作 波 が 賦活 さ れ

た が ，こ の こ と は Pc投与 に よ り非 特 殊 投射系 を 中心 と

した 興 奮性 の 増大 に よ る と 推定 さ h る 。
ま た

， 光 刺激

に よ る 発作波 の 全 般化 に 中脳 網 様 体 の 関与 が 重 要 と 推

定 さ れ る 。
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　中心脳性 て ん か ん centrencephalic 　epilepsy の 発生

メ カ ニ ズ ム に 関 して 近 年 cortiooreticular 　 system が

注 目 され て い る 。 我 々 は 先 に 中心 脳性 て ん か ん の 皮 質

と上位脳幹網様体 との 関係を報告 した が、今 回 は 下 位

脳 幹網 様 体 に つ い て 調 べ た 。

〔方 法
’
〕　 猫 に ペ ニ シ リ ン G20 〜30万 単位／kg を静注

して 全汎 性 spike
−
and

−
wave て ん か ん を発生 させ る 。

皮質運動野、視床 CM 核 及 び 第 4 脳室底 の 下 位脳 幹網

様 体か ら脳波を記録す る 。 又 皮 質 及 び網様体 か ら 2組

の ガ ラ ス 微小電極を用 い て ニ ユ ーロ ン 活動を 同時 に 記

録 す る 。

〔結果〕　 3〜5Hz の spike −and −wave 波 が 皮質、

視床及 び網様体 か ら記 録 さ れ る が、spike は ほ とん ど 同

時 に 発 生 し、場 所 に よ る時間差 は ほ とん ど認 め られ な

い 。 振巾は 皮質、視床、網様体 の 順 に 小 さ く な る 傾 向

が ある 。 皮質及 び網様体 ニ ユ ー
ロ ン は 共 に 脳 披 上 の

spike 　phase に burst を、　 wave 　phase に 発 射 の 減 少

を 示すが、一
部 の 網 様 体 ニ ユ ーロ ン は spike 　phase に

発射 の 減少を 、wave 　phase に 発射 の 増加 を 示 す 。 細 胞

内記録 で は spike 　phase に 脱 分 極 を示 す が 、　 paroxy 。

smal 　 depOlarization　 shift の 様 な大 きな 脱分極 は 示 さ

な い 。 又 wave 　phase に は 過分極 が 生 ず る が、」二位脳

幹網様体 の 代表 で ある 視床 CM 核 ニ ユ ーロ ン が 示 す様

な 大 きな 過分極 は 示 さ な い 。 す な わ ち下 位脳幹網 様体

ニ ユ ーロ ン は 上位脳幹網様体 ニ ユ ーロ ン よ りも発作 中

の 変 化 が 少 な い 。

〔結論〕　 ペ ニ シ リ ン に よ る 全 汎 性 spike −and −wave

発作 に お い て 下位 脳 幹 網 様体 は皮質 と よ く呼 応 し て 反

応 す る が、上 位 脳 幹 網 様 体 と比 べ て そ の 程 度 は 低 い。

下位脳幹網様体 が こ の 種 て ん か ん の 独 立 した 起源 で あ

る 可 能性 は 少 な い 様 に 思 わ れ る。
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